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スクールカウンセリングの担当校では不定期ながら年に数回のカウンセラーだよりを

発行している。助産師として行う性教育の場面でもスクールカウンセラーとしての現場

でも、子どもたちに向けて伝えたい想いは同じ。“あなたがしあわせでありますように”。 

今回は、昨年度の“子どもたちへのメッセージ（ねがい）”と、掲載した 4 コマ漫画を。 

 

 

【第 14 話 伝えたい想い：昨年度のスクールカウンセラーだより から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

miho Hatanaka, 

208 

■中学校５月号 こころのおはなし 自分に“問いかけてみる”ということ 

 

みなさんが最近、一番うれしいと感じた自分の変化は何でしょうか？ 

例えば、赤ちゃんはとてもシンプルで、ある日、歩けるようになったら何回も

何回も、転んでも起き上がって歩こうとします。 歩けることがうれしくてたま

らないのでしょう、だって自分が「行こう」と思う方向に、思うように“自分の

意志と力で”動いていけるのですから！ 大人になるにつれてそのような目 

に見える変化は少なくなっていきますが、最近の心理学では、人は歳をとっ

ても死ぬまでずっと、成長をし続けると言われています。 そしてその成長を

感じられ、喜べる人が、心の健康度が高く幸福度も高いとのこと。 

さてみなさんはどうでしょうか。 

変化は目に見えるものばかりではないし、また、良いことばかりでもないか

もしれません。 でもまずは自分の変化を感じ、「それはどんな気持ちか

な？」と感じてみることが、心を大切にするための一歩です。 あまり好ましく

ない想いでも、その気持ちとどのように折り合いをつけていくかを考えてみ

ることもできますよ。 時々静かに、自分の心に問いかけてみてくださいね。 
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■中学校 9 月 2年生特別号 

209 
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■小学校３月号 

210 



338 

 

■中学校 ３月 3 年生特別号 
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■中学校 ３月 １，２年生特別号 
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